
NFS対応SVMへのストレージ容量の追加
ONTAP 9
NetApp
February 12, 2026

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/nfs-config/add-storage-capacity-nfs-
enabled-svm-concept.html on February 12, 2026. Always check docs.netapp.com for the latest.



目次

NFS対応SVMへのストレージ容量の追加 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ONTAP NFS対応SVMにストレージ容量を追加する方法について学習します . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ONTAP NFSエクスポート ポリシーを作成する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ONTAP NFSエクスポート ポリシーにルールを追加する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

ボリュームまたはqtreeのストレージ コンテナの作成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  8

ONTAP NFSボリュームを作成する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  8

ONTAP NFS qtreeを作成する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  10

エクスポート ポリシーを使用したNFSアクセスの保護 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  11

エクスポートポリシーを使用して ONTAP NFS アクセスを保護する方法について学習します。 . . . . . .  11

ONTAP NFSエクスポート ルールの処理順序を管理する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  12

ONTAP NFSエクスポート ポリシーをボリュームに割り当てる. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  12

ONTAP NFSエクスポート ポリシーをqtreeに割り当てます. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  13

クラスタからのONTAP NFSクライアント アクセスを確認する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  14

クライアント システムからのONTAP NFSアクセスをテストする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  15



NFS対応SVMへのストレージ容量の追加

ONTAP NFS対応SVMにストレージ容量を追加する方法につい
て学習します

NFS対応SVMにストレージ容量を追加するには、ストレージコンテナを提供するボリュ
ームまたはqtreeを作成し、そのコンテナのエクスポート ポリシーを作成または変更する
必要があります。その後、クラスタからのNFSクライアント アクセスを確認し、クライ
アント システムからのアクセスをテストできます。

開始する前に

• NFS は SVM 上で完全に設定されている必要があります。

• SVM ルート ボリュームのデフォルトのエクスポート ポリシーには、すべてのクライアントへのアクセス
を許可するエクスポート ルールが含まれている必要があります。

• ネーム サービス構成の更新はすべて完了している必要があります。

• Kerberos 構成への追加または変更はすべて完了している必要があります。

ONTAP NFSエクスポート ポリシーを作成する

エクスポート ルールを作成する前に、それらを保持するためのエクスポート ポリシーを
作成する必要があります。 `vserver export-policy create`コマンドを使用して、エクスポ
ート ポリシーを作成できます。

手順

1. エクスポート ポリシーを作成します。

vserver export-policy create -vserver vserver_name -policyname policy_name

ポリシー名に指定できる文字数は最大256文字です。

2. エクスポート ポリシーが作成されたことを確認します。

vserver export-policy show -policyname policy_name

例

次のコマンドは、vs1という名前のSVM上にexp1という名前のエクスポート ポリシーを作成し、その作成を
確認します：
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vs1::> vserver export-policy create -vserver vs1 -policyname exp1

vs1::> vserver export-policy show -policyname exp1

Vserver          Policy Name

---------------  -------------------

vs1              exp1

ONTAP NFSエクスポート ポリシーにルールを追加する

ルールがないと、エクスポート ポリシーはクライアントにデータへのアクセスを提供で
きません。新しいエクスポート ルールを作成するには、クライアントを識別し、クライ
アントの一致形式を選択し、アクセス タイプとセキュリティ タイプを選択し、匿名ユー
ザIDマッピングを指定し、ルールのインデックス番号を選択し、アクセス プロトコルを
選択する必要があります。その後、 `vserver export-policy rule create`コマンドを使用し
て、新しいルールをエクスポート ポリシーに追加できます。

開始する前に

• エクスポート ルールを追加するエクスポート ポリシーを用意しておく必要があります。

• データSVMでDNSが正しく設定され、DNSサーバにNFSクライアントの正しいエントリが必要です。

これは、ONTAPが特定のクライアント一致形式に対してデータSVMのDNS設定を使用してDNSルックア
ップを実行し、エクスポート ポリシー ルールの一致に失敗するとクライアント データ アクセスができな
くなる可能性があるためです。

• Kerberosで認証する場合は、NFSクライアントで次のうちどのセキュリティ方式が使用されているかを特
定しておく必要があります。

◦ krb5 （Kerberos V5プロトコル）

◦ krb5i（チェックサムを使用した整合性チェックを備えたKerberos V5プロトコル）

◦ krb5p（プライバシー サービスを備えたKerberos V5プロトコル）

タスク概要

エクスポート ポリシーの既存のルールがクライアント照合とアクセスの要件を満たしている場合は、新しい
ルールを作成する必要はありません。

Kerberosを使用して認証し、SVMのすべてのボリュームがKerberos経由でアクセスされる場合は、ルート ボ

リュームのエクスポート ルール オプション -rorule、 -rwrule、および -superuser`を `krb5、

krb5i、または `krb5p`に設定できます。

手順

1. クライアント、および新しいルールのクライアント照合形式を特定します。
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`-

clientmatch`オプションは、ルールを適用するクライアントを指定します。クライアント一致

値は1つまたは複数指定できます。複数の値を指定する場合は、カンマで区切る必要があります
。一致値は、以下のいずれかの形式で指定できます：

クライアント一致形式 例

「.」で始まるドメイン名 .example.com または

.example.com,.example.net,...

ホスト名 host1`または `host1,host2, ...

IPv4 アドレス 10.1.12.24`または

`10.1.12.24,10.1.12.25, ...

サブネット マスクをビット数で表したIPv4アドレ
ス

10.1.12.10/4`または

`10.1.12.10/4,10.1.12.11/4,...

IPv4アドレスとネットワーク マスク 10.1.16.0/255.255.255.0 または

10.1.16.0/255.255.255.0,10.1.17.0/255.

255.255.0,...

ピリオド区切りの形式のIPv6アドレス ::1.2.3.4 または ::1.2.3.4,::1.2.3.5,...

サブネット マスクをビット数で表したIPv6アドレ
ス

ff::00/32`または

`ff::00/32,ff::01/32,...

@で始まる単一のネットグループ名 @netgroup1`または

`@netgroup1,@netgroup2,...

クライアント定義のタイプを組み合わせることもできます。たとえば、 .example.com,@netgroup1。

IPアドレスを指定するときには、次の点に注意してください。

◦ 10.1.12.10-10.1.12.70のように、IPアドレスの範囲を入力することはできません。

この形式のエントリはテキスト文字列と解釈され、ホスト名として扱われます。

◦ クライアント アクセスを詳細に管理するためにエクスポート ルールで個々のIPアドレスを指定する場
合、動的に（DHCPなど）または一時的に（IPv6など）割り当てられたIPアドレスを指定しないでく
ださい。

そうしないと、IPアドレスが変更されるとクライアントはアクセス権を失います。

◦ ff::12/ff::00 などのネットワーク マスク付きのIPv6アドレスを入力することはできません。

2. クライアント照合のアクセス タイプとセキュリティ タイプを選択します。
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指定されたセキュリティ タイプで認証するクライアントに対して次のアクセス モードを1つ以上指定でき
ます。

◦ -rorule（読み取り専用アクセス）

◦ -rwrule（読み取り / 書き込みアクセス）

◦ -superuser（rootアクセス）

特定のセキュリティ タイプに対する読み取り / 書き込みアクセスは、エクスポート ル
ールでそのセキュリティ タイプに対する読み取り専用アクセスも許可した場合にのみ
許可されます。読み取り専用パラメータで読み取り / 書き込みパラメータよりも限定的
なセキュリティ タイプを指定した場合、クライアントに対して読み取り / 書き込みアク
セスが許可されない可能性があります。スーパーユーザのアクセスの場合も同じです。

ルールには、複数のセキュリティ タイプをカンマ区切りのリストで指定できます。セキュリティ タイ
プを `any`または `never`として指定する場合は、他のセキュリティ タイプを指定しないでください。
以下の有効なセキュリティ タイプから選択してください：

セキュリティ
タイプが次のように設定されている場合：

一致するクライアントは、エクスポートされたデ
ータにアクセスできます…

any 受信セキュリティ タイプに関係なく、常にアク
セス可能です。

none 単独で指定した場合、どのセキュリティ タイプ
のクライアントにも匿名アクセスが許可されま
す。他のセキュリティ タイプと一緒に指定した
場合、指定したセキュリティ タイプのクライア
ントにアクセスが許可され、それ以外のセキュリ
ティ タイプのクライアントには匿名アクセスが
許可されます。

never 受信セキュリティ タイプに関係なく、アクセス
不可です。

krb5 Kerberos 5によって認証されている場合。認証の
み：各要求と応答のヘッダーが署名されます。

krb5i Kerberos 5i によって認証されている場合。認証
と整合性：各リクエストとレスポンスのヘッダー
と本文が署名されます。

krb5p Kerberos 5p によって認証されている場合。認
証、整合性、およびプライバシー：各要求と応答
のヘッダーと本文が署名され、NFS データ ペイ
ロードが暗号化されます。

ntlm CIFS NTLMによって認証されます。
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セキュリティ
タイプが次のように設定されている場合：

一致するクライアントは、エクスポートされたデ
ータにアクセスできます…

sys NFS AUTH_SYSによって認証されます。

推奨されるセキュリティ タイプは sys、またはKerberosが使用されている場合は krb5、 krb5i、ま
たは `krb5p`です。

NFSv3 で Kerberos を使用している場合、エクスポート ポリシー ルールで `krb5`に加えて `-rorule`と `-

rwrule`の `sys`へのアクセスを許可する必要があります。これは、エクスポートへの Network Lock

Manager（NLM）アクセスを許可する必要があるためです。

3. 匿名ユーザIDマッピングを指定します。

`-anon`オプションは、ユーザIDが0（ゼロ）のクライアント要求にマッピングされる

UNIXユーザIDまたはユーザ名を指定します。このユーザIDは通常、ユーザ名rootに関連付けら

れます。デフォルト値は `65534`です。NFSクライアントは通常、ユーザID

65534をユーザ名nobody（_root squashing_とも呼ばれます）に関連付けます。

ONTAPでは、このユーザIDはユーザ名pcuserに関連付けられます。ユーザIDが0のクライアン

トによるアクセスを無効にするには、 `65535`を指定します。

4. ルール インデックスの順序を選択します。

`-

ruleindex`オプションは、ルールのインデックス番号を指定します。ルールはインデックス番
号のリスト内の順序に従って評価されます。つまり、インデックス番号が小さいルールが最初に

評価されます。たとえば、インデックス番号1のルールは、インデックス番号2のルールよりも先
に評価されます。

追加する場合… 操作

最初のルールをエクスポート ポリシーへ 入力 1。

追加のルールをエクスポート ポリシーへ a. ポリシー内の既存のルールを表示します：+

vserver export-policy rule show

-instance -policyname your_policy

b. 評価する順序に応じて、新しいルールのインデ
ックス番号を選択します。

5. 該当する NFS アクセス値を選択します：{nfs|nfs3|nfs4}。

`nfs`任意のバージョンに一致し、 `nfs3`および `nfs4`特定のバージョンのみに一致します。

6. エクスポート ルールを作成して既存のエクスポート ポリシーに追加します。
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vserver export-policy rule create -vserver vserver_name -policyname

policy_name -ruleindex integer -protocol {nfs|nfs3|nfs4} -clientmatch { text |

"text,text,…" } -rorule security_type -rwrule security_type -superuser

security_type -anon user_ID

7. エクスポート ポリシーのルールを表示して、新しいルールが存在することを確認します。

vserver export-policy rule show -policyname policy_name

このコマンドにより、エクスポート ポリシーに適用されるルールの一覧を含む、エクスポート ポリシー
の概要が表示されます。ONTAPでは、各ルールにルール インデックス番号が割り当てられます。ルール
インデックス番号を確認したあと、その番号を使用して、指定したエクスポート ルールの詳細情報を表示
できます。

8. エクスポート ポリシーに適用されたルールが正しく設定されていることを確認します。

vserver export-policy rule show -policyname policy_name -vserver vserver_name

-ruleindex integer

例

次のコマンドは、SVM vs1 上のエクスポート ポリシー rs1 にエクスポート ルールを作成し、その作成を確認
します。このルールのインデックス番号は 1 です。このルールは、ドメイン eng.company.com およびネット
グループ @netgroup1 内のすべてのクライアントに一致します。このルールは、すべての NFS アクセスを有
効にします。AUTH_SYS で認証されたユーザには、読み取り専用アクセスと読み取り/書き込みアクセスが許
可されます。UNIX ユーザ ID が 0（ゼロ）のクライアントは、Kerberos で認証されない限り匿名化されま
す。
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vs1::> vserver export-policy rule create -vserver vs1 -policyname exp1

-ruleindex 1 -protocol nfs

-clientmatch .eng.company.com,@netgoup1 -rorule sys -rwrule sys -anon

65534 -superuser krb5

vs1::> vserver export-policy rule show -policyname nfs_policy

Virtual      Policy         Rule    Access    Client           RO

Server       Name           Index   Protocol  Match            Rule

------------ -------------- ------  --------  ---------------- ------

vs1          exp1           1       nfs       eng.company.com, sys

                                              @netgroup1

vs1::> vserver export-policy rule show -policyname exp1 -vserver vs1

-ruleindex 1

                                    Vserver: vs1

                                Policy Name: exp1

                                 Rule Index: 1

                            Access Protocol: nfs

Client Match Hostname, IP Address, Netgroup, or Domain:

eng.company.com,@netgroup1

                             RO Access Rule: sys

                             RW Access Rule: sys

User ID To Which Anonymous Users Are Mapped: 65534

                   Superuser Security Types: krb5

               Honor SetUID Bits in SETATTR: true

                  Allow Creation of Devices: true

次のコマンドは、SVM vs2 上のエクスポート ポリシー expol2 にエクスポート ルールを作成し、その作成を
確認します。このルールのインデックス番号は 21 です。このルールは、クライアントをネットグループ
dev_netgroup_main のメンバーに一致させます。このルールはすべての NFS アクセスを有効にしま
す。AUTH_SYS で認証されたユーザには読み取り専用アクセスを許可し、読み取り/書き込みアクセスとルー
ト アクセスには Kerberos 認証が必要です。UNIX ユーザ ID が 0（ゼロ）のクライアントは、Kerberos で認
証されない限り、ルート アクセスを拒否されます。
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vs2::> vserver export-policy rule create -vserver vs2 -policyname expol2

-ruleindex 21 -protocol nfs

-clientmatch @dev_netgroup_main -rorule sys -rwrule krb5 -anon 65535

-superuser krb5

vs2::> vserver export-policy rule show -policyname nfs_policy

Virtual  Policy       Rule    Access    Client              RO

Server   Name         Index   Protocol  Match               Rule

-------- ------------ ------  --------  ------------------  ------

vs2      expol2       21       nfs      @dev_netgroup_main  sys

vs2::> vserver export-policy rule show -policyname expol2 -vserver vs1

-ruleindex 21

                                    Vserver: vs2

                                Policy Name: expol2

                                 Rule Index: 21

                            Access Protocol: nfs

Client Match Hostname, IP Address, Netgroup, or Domain:

                                             @dev_netgroup_main

                             RO Access Rule: sys

                             RW Access Rule: krb5

User ID To Which Anonymous Users Are Mapped: 65535

                   Superuser Security Types: krb5

               Honor SetUID Bits in SETATTR: true

                  Allow Creation of Devices: true

ボリュームまたはqtreeのストレージ コンテナの作成

ONTAP NFSボリュームを作成する

`volume create`コマンドを使用してボリュームを作成し、そのジャンクション
ポイントやその他のプロパティを指定できます。

タスク概要

ボリュームのデータをクライアントが利用できるようにするには、ボリュームに_ジャンクション パス_が必
要です。ジャンクション パスは、新しいボリュームを作成するときに指定できます。ジャンクション パスを
指定せずにボリュームを作成する場合は、 `volume mount`コマンドを使用してSVMネームスペースにボリュ
ームを_マウント_する必要があります。

開始する前に

• NFSがセットアップされて、実行されている必要があります。

• SVMのセキュリティ形式はUNIXである必要があります。
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• ONTAP 9.13.1以降では、容量分析とアクティビティトラッキングを有効にしたボリュームを作成できま
す。容量またはアクティビティトラッキングを有効にするには、 `-analytics-state`または `-activity-

tracking-state`を `on`に設定した `volume create`コマンドを発行します。

容量分析とアクティビティ追跡の詳細については、 "ファイルシステム分析の有効化"を参照してくださ
い。"ONTAPコマンド リファレンス"の `volume create`の詳細を確認してください。

手順

1. ジャンクション ポイントを設定してボリュームを作成します。

volume create -vserver svm_name -volume volume_name -aggregate aggregate_name

-size {integer[KB|MB|GB|TB|PB]} -security-style unix -user user_name_or_number

-group group_name_or_number -junction-path junction_path [-policy

export_policy_name]

`-junction-path`の選択肢は次のとおりです：

◦ たとえばルートの直下には、 /new_vol

新しいボリュームを作成し、SVMのルート ボリュームに直接マウントされるように指定することがで
きます。

◦ 既存のディレクトリの下（例： /existing_dir/new_vol

新しいボリュームを作成し、ディレクトリとして表現されている既存のボリューム（既存の階層内）
にマウントされるように指定できます。

新しいディレクトリ（新しいボリュームの下の新しい階層）にボリュームを作成する場合（例：

/new_dir/new_vol）、まずSVMルートボリュームにジャンクションされた新しい親ボリュームを
作成する必要があります。次に、新しい親ボリューム（新しいディレクトリ）のジャンクションパス
に新しい子ボリュームを作成します。

+ 既存のエクスポート ポリシーを使用する場合は、ボリュームの作成時に指定できます。また、 `volume

modify`コマンドを使用して後からエクスポート ポリシーを追加することもできます。

2. 目的のジャンクション ポイントでボリュームが作成されたことを確認します。

volume show -vserver svm_name -volume volume_name -junction

例

次のコマンドは、SVM vs1.example.comとアグリゲートaggr1上にusers1という新しいボリュームを作成しま
す。この新しいボリュームは `/users`で利用可能になります。ボリュームのサイズは750GBで、ボリュームギ
ャランティはvolume（デフォルト）です。
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cluster1::> volume create -vserver vs1.example.com -volume users

-aggregate aggr1 -size 750g -junction-path /users

[Job 1642] Job succeeded: Successful

cluster1::> volume show -vserver vs1.example.com -volume users -junction

                          Junction                 Junction

Vserver           Volume  Active   Junction Path   Path Source

----------------- ------- -------- --------------- -----------

vs1.example.com   users1  true     /users          RW_volume

次のコマンドは、SVM「vs1.example.com」とアグリゲート「aggr1」上に「home4」という名前の新しいボ

リュームを作成します。ディレクトリ /eng/`はSVM vs1のネームスペース内に既に存在しており、新しいボ

リュームは `/eng/home`で利用可能になります。これは `/eng/`ネームスペースのホームディレクトリに

なります。ボリュームのサイズは750 GBで、ボリュームギャランティのタイプは `volume（デフォルト）
です。

cluster1::> volume create -vserver vs1.example.com -volume home4

-aggregate aggr1 -size 750g -junction-path /eng/home

[Job 1642] Job succeeded: Successful

cluster1::> volume show -vserver vs1.example.com -volume home4 -junction

                         Junction                 Junction

Vserver          Volume  Active   Junction Path   Path Source

---------------- ------- -------- --------------- -----------

vs1.example.com  home4   true     /eng/home       RW_volume

ONTAP NFS qtreeを作成する

`volume qtree create`コマンドを使用して、データを格納する

qtreeを作成し、そのプロパティを指定できます。

開始する前に

• 新しいqtreeを格納するSVMとボリュームがすでに存在している必要があります。

• SVMのセキュリティ形式がUNIXで、NFSが設定されて実行されている必要があります。

手順

1. qtreeを作成します：

volume qtree create -vserver vserver_name { -volume volume_name -qtree

qtree_name | -qtree-path qtree path } -security-style unix [-policy

export_policy_name]

ボリュームとqtreeを別々の引数として指定することも、 `/vol/volume_name/_qtree_name`の形式でqtree

パス引数を指定することもできます。
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デフォルトでは、qtreeは親ボリュームのエクスポート ポリシーを継承しますが、独自のポリシーを使用
するように設定することもできます。既存のエクスポート ポリシーを使用する場合は、qtreeの作成時に
指定できます。また、 `volume qtree modify`コマンドを使用して後からエクスポート ポリシーを追加する
こともできます。

2. 目的のジャンクション パスで qtree が作成されたことを確認します：

volume qtree show -vserver vserver_name { -volume volume_name -qtree

qtree_name | -qtree-path qtree path }

例

次の例では、ジャンクション パス `/vol/data1`を持つSVM vs1.example.comにあるqt01という名前のqtreeを作
成します：

cluster1::> volume qtree create -vserver vs1.example.com -qtree-path

/vol/data1/qt01 -security-style unix

[Job 1642] Job succeeded: Successful

cluster1::> volume qtree show -vserver vs1.example.com -qtree-path

/vol/data1/qt01

                      Vserver Name: vs1.example.com

                       Volume Name: data1

                        Qtree Name: qt01

  Actual (Non-Junction) Qtree Path: /vol/data1/qt01

                    Security Style: unix

                       Oplock Mode: enable

                  Unix Permissions: ---rwxr-xr-x

                          Qtree Id: 2

                      Qtree Status: normal

                     Export Policy: default

        Is Export Policy Inherited: true

エクスポート ポリシーを使用したNFSアクセスの保護

エクスポートポリシーを使用して ONTAP NFS アクセスを保護する方法について学習し
ます。

エクスポート ポリシーを使用することにより、ボリュームまたはqtreeへのNFSアクセス
を特定のパラメータに一致するクライアントだけに制限することができます。新しいス
トレージをプロビジョニングするときに、既存のポリシーとルールを使用するか、既存
のポリシーにルールを追加するか、新しいポリシーとルールを作成するかを選択できま
す。エクスポート ポリシーの設定を確認することもできます。
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ONTAP 9.3以降では、エクスポートポリシー設定チェックをバックグラウンドジョブとして有
効にし、ルール違反をエラールールリストに記録できるようになりました。 `vserver export-

policy config-checker`コマンドはチェッカーを起動して結果を表示し、設定を検証してポリシ
ーからエラーのあるルールを削除するために使用できます。コマンドは、ホスト名、ネットグ
ループ、および匿名ユーザーのエクスポート設定のみを検証します。

ONTAP NFSエクスポート ルールの処理順序を管理する

`vserver export-policy rule setindex`コマンドを使用して、既存のエクスポート

ルールのインデックス番号を手動で設定できます。これにより、ONTAPがクライアント要求にエク

スポート ルールを適用する優先順位を指定できます。

タスク概要

新しいインデックス番号がすでに使用されている場合、コマンドは指定された場所にルールを挿入し、それに
応じてリストの順序を変更します。

手順

1. 指定されたエクスポート ルールのインデックス番号を変更します：

vserver export-policy rule setindex -vserver virtual_server_name -policyname

policy_name -ruleindex integer -newruleindex integer

例

次のコマンドは、vs1というSVM上のrs1というエクスポート ポリシー内のインデックス番号3のエクスポート
ルールのインデックス番号をインデックス番号2に変更します：

vs1::> vserver export-policy rule setindex -vserver vs1

-policyname rs1 -ruleindex 3 -newruleindex 2

ONTAP NFSエクスポート ポリシーをボリュームに割り当てる

SVM内の各ボリュームには、ボリュームのデータにクライアントがアクセスできるよう
に、エクスポート ルールを含むエクスポート ポリシーを関連付ける必要があります。

タスク概要

ボリュームの作成時、または作成後いつでも、ボリュームにエクスポート ポリシーを関連付けることができ
ます。1つのエクスポート ポリシーをボリュームに関連付けることができますが、1つのポリシーを複数のボ
リュームに関連付けることもできます。

手順

1. ボリュームの作成時にエクスポート ポリシーが指定されていなかった場合は、ボリュームにエクスポート
ポリシーを割り当てます：

volume modify -vserver vserver_name -volume volume_name -policy

export_policy_name
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2. ポリシーがボリュームに割り当てられたことを確認します：

volume show -volume volume_name -fields policy

例

次のコマンドは、エクスポート ポリシー nfs_policy を SVM vs1 上のボリューム vol1 に割り当て、割り当て
を確認します：

cluster::> volume modify -v1server vs1 -volume vol1 -policy nfs_policy

cluster::>volume show -volume vol -fields policy

vserver volume       policy

------- ------------ ----------------

vs1     vol1         nfs_policy

ONTAP NFSエクスポート ポリシーをqtreeに割り当てます

ボリューム全体をエクスポートする代わりに、ボリューム上の特定のqtreeをエクスポー
トして、クライアントから直接アクセスできるようにすることもできます。qtreeをエク
スポートするには、qtreeにエクスポート ポリシーを割り当てます。エクスポート ポリ
シーは、新しいqtreeの作成時に割り当てることも、既存のqtreeを変更して割り当てるこ
ともできます。

開始する前に

エクスポート ポリシーが存在する必要があります。

タスク概要

デフォルトでは、qtree は作成時に特に指定しない限り、それを含むボリュームの親エクスポート ポリシーを
継承します。

qtreeの作成時、またはqtreeの作成後いつでも、エクスポート ポリシーをqtreeに関連付けることができま
す。1つのエクスポート ポリシーをqtreeに関連付けることができますが、1つのポリシーを複数のqtreeに関連
付けることもできます。

手順

1. qtreeの作成時にエクスポート ポリシーが指定されていなかった場合は、qtreeにエクスポート ポリシーを
割り当てます：

volume qtree modify -vserver vserver_name -qtree-path

/vol/volume_name/qtree_name -export-policy export_policy_name

2. ポリシーがqtreeに割り当てられたことを確認します：

volume qtree show -qtree qtree_name -fields export-policy

例
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次のコマンドは、エクスポート ポリシー nfs_policy を SVM vs1 上の qtree qt1 に割り当て、割り当てを確
認します：

cluster::> volume modify -v1server vs1 -qtree-path /vol/vol1/qt1 -policy

nfs_policy

cluster::>volume qtree show -volume vol1 -fields export-policy

vserver volume qtree export-policy

------- ------ ----- -------------

vs1     data1  qt01  nfs_policy

クラスタからのONTAP NFSクライアント アクセスを確認する

UNIX管理ホスト上でUNIXファイル権限を設定することで、特定のクライアントに共有
へのアクセスを許可できます。 `vserver export-policy check-access`コマンドを使用して
クライアントのアクセスを確認し、必要に応じてエクスポート ルールを調整できます。

手順

1. クラスター上で、 `vserver export-policy check-access`コマンドを使用してエクスポートへのクライアン
ト アクセスを確認します。

次のコマンドは、IPアドレス1.2.3.4を持つNFSv3クライアントのボリュームhome2への読み取り / 書き込
みアクセスを確認します。コマンド出力には、ボリュームがエクスポート ポリシー `exp-home-dir`を使用
しており、アクセスが拒否されていることが示されています。

cluster1::> vserver export-policy check-access -vserver vs1 -client-ip

1.2.3.4 -volume home2 -authentication-method sys -protocol nfs3 -access

-type read-write

                                      Policy    Policy     Rule

Path                    Policy        Owner     Owner Type Index  Access

----------------------- ------------- --------- ---------- ------

----------

/                       default       vs1_root  volume          1 read

/eng                    default       vs1_root  volume          1 read

/eng/home2              exp-home-dir  home2     volume          1 denied

3 entries were displayed.

2. 出力を調べて、エクスポート ポリシーが意図したとおりに機能し、クライアント アクセスが期待どおり
に動作するかどうかを確認します。

具体的には、ボリュームまたはqtreeで使用されているエクスポート ポリシーと、その結果クライアント
が持つアクセス タイプを確認する必要があります。

3. 必要に応じて、エクスポート ポリシー ルールを再構成します。
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クライアント システムからのONTAP NFSアクセスをテストす
る

新しいストレージ オブジェクトへのNFSアクセスを確認したら、NFS管理ホストにログ
インし、SVMとの間でデータの読み取りと書き込みを実行して設定をテストする必要が
あります。その後、クライアント システム上で非rootユーザとしてこのプロセスを繰り
返します。

開始する前に

• クライアント システムには、先ほど指定したエクスポート ルールで許可されているIPアドレスが必要で
す。

• rootユーザのログイン情報が必要です。

手順

1. クラスター上で、新しいボリュームをホストしている LIF の IP アドレスを確認します：

network interface show –vserver svm_name

`network interface show`の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-

en/ontap-cli/network-interface-show.html["ONTAPコマンド リファレンス

"^]を参照してください。

2. 管理ホスト クライアント システムに root ユーザとしてログインします。

3. ディレクトリをマウント フォルダーに変更します：

cd /mnt/

4. SVM の IP アドレスを使用して新しいフォルダを作成してマウントします：

a. 新しいフォルダを作成：+ mkdir /mnt/folder

b. 新しいボリュームをこの新しいディレクトリにマウントします：+ mount -t nfs -o hard

IPAddress:/volume_name /mnt/folder

c. ディレクトリを新しいフォルダに変更します：+ cd folder

次のコマンドは、test1という名前のフォルダを作成し、test1マウント フォルダのIPアドレ
ス192.0.2.130にvol1ボリュームをマウントし、新しいtest1ディレクトリに変更します：

host# mkdir /mnt/test1

host# mount -t nfs -o hard 192.0.2.130:/vol1 /mnt/test1

host# cd /mnt/test1

5. 新しいファイルを作成し、それが存在することを確認して、そこにテキストを書き込みます：

a. テストファイルを作成します：+ touch filename
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b. ファイルが存在することを確認してください：+ ls -l filename

c. 入力：+ cat > filename

テキストを入力し、Ctrl+Dを押してテスト ファイルにテキストを書き込みます。

d. テストファイルの内容を表示します。+ cat filename

e. テストファイルを削除します：+ rm filename

f. 親ディレクトリに戻る：+ cd ..

host# touch myfile1

host# ls -l myfile1

-rw-r--r-- 1 root root 0 Sep 18 15:58 myfile1

host# cat >myfile1

This text inside the first file

host# cat myfile1

This text inside the first file

host# rm -r myfile1

host# cd ..

6. root として、マウントされたボリュームに必要な UNIX 所有権と権限を設定します。

7. エクスポート ルールで識別された UNIX クライアント システムで、新しいボリュームへのアクセス権を
持つ承認済みユーザーの 1 人としてログインし、手順 3 ～ 5 を繰り返して、ボリュームをマウントしてフ
ァイルを作成できることを確認します。
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NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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